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歴 史 が つ む ぐ ミ ラ イ
“ T I M E  ×  T I M E ”
OH DA I   H I STOR I U M
時×時で見えてくる、歴史と未来
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連載企画 「OHDAI with」
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1926年 大学校舎 2016年 大学校舎
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1930年 学生ホール 2016年 鴨台食堂
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1958年 巣鴨地蔵通り商店街 2016年 巣鴨地蔵通り商店街
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地域創生学科 1年　佐藤 佑季 さん 地域創生学科 1年　片島 秀斗 さん
臨床心理学科 1年　谷合 加奈子 さん人間科学科 1年　佐藤 朱理 さん






























































































































To  B e  Con t i n u e d . . .
17 OHDAI 2016 AUTUMN 18
19 OHDAI 2016 AUTUMN 20
theme>> NAME 1: 3: 5:2: 4: 6:
毎刊テーマに沿った写真を、Instagramで大正大学の学生に撮影してもらうこの企画。十人十色、バラエティーに富んだ「作品」を、お楽しみください。
























































































#Ohdai  Instagram  101
to the Next  Number >
次 回 も お 楽 し み に
21 OHDAI 2016 AUTUMN 22
9月21日（水）に「光とことばのフェス
ティバル2016」が開催されました。表現学
部主催で2010年に始まった本フェスティ
バルは今年で7回目。これまでは東日本大
震災の惨禍からの復興に思いを込めて、
和紙と針金による光の造形物を制作して、
夏夜のキャンパスに光を灯してきました。
本年度は、竹材を使用した「竹灯り」に
変更して大幅にリニューアル。5,000基の
竹灯りで東日本大震災、4月の熊本地震の
大正大学では、地域が抱える生活・経
済・産業などの課題を解決へ導くための
教育・研究活動を推進するため、地域構
想研究所の開設（2014年10月）や地域創
生学部の設置（2016年4月）をはじめとし
た施策を実施してきました。これらの取
り組みは、対象の自治体だけではなく産
官学の連携が必要なことから、現在地域
構想研究所を中心にさまざまな団体との
連携体制の構築を進めています。
2015年度から島根大学、新潟産業大学、
静岡産業大学と人材育成に関する連携協
定を結んできましたが、2016年4月に日
本青年会議所と地域創生のための人的
ネットワークの有効活用を進めるための
覚書を締結。6月には和歌山大学と人材育
成および地域社会の発展に関する協定を
結んだほか、日本政策金融公庫 池袋支店
とも地域創生分野における連携協力のた
めの覚書を交わしました。
今後は、産官学の枠をこえた幅広い
ネットワークを活かして、研究成果や地
域創生に関する事例の情報共有、地域社
会に対する研究成果などの情報提供、地
域ビジネスを担う人材育成支援を相互に
協力して進めていきます。
7月8日（金）～9日（土）に、大正大学
の夏の風物詩である「鴨台盆踊り」を開
催しました。このイベントは、戦後から
大正大学を会場として実施されていまし
たが、1970年代に廃止。その後、2011年
に東日本大震災による犠牲者の追悼・被
災地の復興支援を掲げて復活し、今年で
第6回目を迎えました。大正大学で開講
している授業科目「サービスラーニング」
を受講している学生が企画から当日の運
営までを担当し、学生や教職員だけでな
2016年4月に発生した熊本地震の被災
地支援のため、4月22日（金）～5月31日
（火）の期間で募金活動を実施しました。
この活動は、震災直後から始まった学生
有志による自発的な学内での募金活動が
発端。その様子を見た大塚伸夫学長が学
生と教職員の合同による展開を提案し、
実施に至りました。募金は、巣鴨地蔵通り
商店街にある江戸六地蔵尊として有名な
眞性寺の境内を借りて実施。同商店街を
訪れた多くの方々から被災地支援へのご
協力をいただきました。期間中に集まっ
た1,968 ,450円は、熊本県健康福祉政策課
へ寄付しました。
2016年11月に大正大学が創立90周年
を迎えるにあたり、記念ロゴマークが決
定しました。デザインには、「巣鴨の地に
根ざして教育を続ける大正大学」のシン
ボルとして巣鴨地域のランドマークでも
ある「鴨台さざえ堂」を使用。日本の未来
を日の丸に重ね、「90」の「0」を日の丸に
合せることで「日本の未来を支える教育」
を表現しています。
このロゴマークは、2016年度中に発行
される各種広報媒体をはじめ広く使用し
ていく予定で、創立以来、巣鴨の地で教
育活動を続けてきた大正大学が、地域と
共に新しい「スガモ」を創出し、これから
の日本社会を支えていく人材を育成し続
ける決意を発信します。
く、キャンパス周辺の住民も参加できる
地域イベントとして実施しています。
当日は天候にも恵まれ、2日間で3,500
人が来場し、大正大学と地域との強いつ
ながりを感じることができました。また、
今年は熊本地震の被災地支援を目的に、
浴衣姿の来場者1人に対して50円を積み
立てる「浴衣基金」を実施。積み立てた
39 ,400円を熊本県に義援金として送付し
ました。
復興への連帯を表現しました。使用した
竹材は新潟県佐渡島の岩首地区から切り
出したもの。佐渡島では、竹細工の需要
減、海外からの安いタケノコの輸入によ
る影響で竹の伐採量が減り、竹林が荒廃
しています。里山の荒廃は日本の地域が
直面する大きな課題であり、これらの竹
林の間伐材を有効に利用したいとの思い
から、今回の企画へと至りました。
大正大学と佐渡市は、地域課題の解決
に向けた広域地域連携事業で協力体制を
構築しており、2016年4月に新設された地
域創生学部が実施する地域実習も佐渡島
で行われます。
さまざまな「縁」によって開催された「光
とことばのフェスティバル」は、来場者の
心に暖かい光を灯して幕を下ろしました。
地域創生人材の育成を目的とした
連携進む
第6回 鴨台盆踊り を開催
被災地支援のための浴衣基金も
学生、教職員合同による熊本地震被災地支援
募金活動を実施
創立90周年記念ロゴマークが決定
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